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右
の
写
真
久
我
神
社
正
面
の
鳥
居
と
本
殿

祉
絡
凝
茂
別
濡
神
社
第
八
摂
祉
．
延
再
式
内
の
古
祉
．
三
大
爽
録
に

は
貞
観
三
年
（
八
血
九
年
）
に
既
に
祉
端
の
記
録
が
あ
る
．

ご
祭
神
孤
漉
越
角
身
命
．
我
々
撰
漉
氏
の
直
系
の
柵
神
．
神
武
東
征

に
際
し
賊
徒
を
退
け
、
そ
の
先
導
役
を
果
た
し
建
国
上
の
大
き
な
功
識
を

あ
げ
ら
れ
た
（
日
本
諜
紀
）
．
．
そ
の
後
奈
良
の
地
か
ら
岡
田
の
鴨
（
現
在
の

京
都
府
相
楽
那
加
艇
町
）
に
移
り
一
旦
集
蒋
を
作
っ
た
が
、
さ
ら
に
木
瀧

川
、
淀
川
、
桂
川
を
経
て
北
上
し
当
地
久
枇
の
腿
へ
定
住
さ
れ
－
大
鯉
瀧

を
形
成
さ
れ
た
．
当
地
方
の
砿
潅
・
開
発
に
大
い
に
力
を
入
れ
も
れ
久
我

の
里
が
繁
栄
し
た
と
言
わ
れ
る
．
こ
の
里
は
賀
茂
氏
の
大
集
落
の
地
で
あ

る
と
と
も
に
武
角
身
命
を
お
祀
り
さ
れ
た
神
社
が
あ
る
こ
と
か
ら
そ
の
後

大
宮
の
地
と
い
わ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
．
京
都
の
大
宮
通
り
は
こ
の
大
衡

の
地
を
通
る
路
で
あ
る
こ
と
に
巾
来
す
る
．
ま
た
、
徴
茂
社
掌
の
初
詣
に

は
久
我
社
を
喪
ず
詣
で
、
つ
い
で
槻
茂
祉
へ
耐
で
る
慨
し
が
あ
り
ま
す
。
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賀茂雌主

同族会

紐
端
が
「
同
族
会
だ
よ
り
」
か
ら
「
賀
茂
縣

主
だ
よ
り
」
に
変
わ
り
ま
し
た
《
紙
余
募

集
に
応
募
人
選
さ
れ
た
も
の
で
す
。
今
後

と
も
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

プ
の
総
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
各
地
で
地
域
グ
ル
ー
プ

が
脚
主
的
に
結
成
さ
れ
る
こ
と
は
、
同
族
会
訴
業
の
活
性

化
に
繋
が
る
こ
と
で
誠
に
富
ぱ
し
い
）
）
と
で
あ
り
ま
す
。

本
年
は
例
年
の
主
要
蒋
業
の
ほ
か
、
昨
年
か
ら
の
検
討

聯
項
で
あ
る
系
側
の
轆
備
に
取
組
ん
で
行
き
た
い
と
思
い

ま
す
。
同
族
会
が
所
蔵
す
る
重
要
文
化
財
で
あ
る
蛍
茂
県

主
系
図
は
明
治
五
年
ま
で
の
先
祖
が
記
載
さ
れ
て
お
り
、

そ
れ
以
降
の
系
図
は
昭
和
莨
卜
九
年
に
先
輩
諸
氏
の
ご
貯

労
に
よ
り
編
纂
さ
れ
た
慨
茂
県
左
同
族
知
新
緑
が
あ
り
ま

す
が
、
昭
和
三
十
九
年
以
降
の
系
図
は
窄
白
で
あ
り
ま
す
。

今
団
賀
茂
県
主
系
例
を
現
在
の
会
貝
及
び
子
弟
ま
で
繋
が

る
よ
う
会
員
皆
様
の
ご
協
刀
を
得
て
新
知
新
緑
の
編
纂
を

い
た
し
た
く
思
い
ま
す
。

財
団
法
人
は
財
川
が
保
有
す
る
於
金
の
果
実
を
財
源
と
一

し
て
運
憐
す
る
の
が
本
来
で
あ
り
ま
す
が
、
昨
今
の
低
金
一

利
で
は
果
実
は
柵
め
て
少
な
く
、
や
む
な
く
平
成
八
年
腿

よ
り
掘
年
皆
様
に
助
成
金
の
ご
援
助
を
頂
き
ま
す
よ
う
お

願
い
し
て
ま
い
り
ま
し
た
。
経
済
嚇
情
の
好
転
は
当
分
望

め
ず
本
年
も
引
続
き
皆
様
に
ご
援
助
を
お
願
い
す
る
こ
と

に
な
る
と
思
い
ま
す
。
こ
の
助
成
金
は
年
間
聯
唯
の
述
徹

経
費
の
ほ
か
一
部
は
将
来
の
基
金
増
額
に
充
当
し
財
団
の

瀧
盤
強
化
に
備
え
て
行
き
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。
蛎

業
推
進
に
あ
た
り
本
年
も
梼
様
の
ご
協
力
を
い
た
だ
き
ま

す
よ
う
お
願
い
巾
し
し
げ
ま
す
。

最
後
に
な
り
ま
し
た
が
、
年
頭
に
あ
た
り
会
員
、
ご
家

族
の
侍
様
の
ご
健
康
と
ご
多
膳
を
祈
念
い
た
し
ま
し
て
新

年
の
ご
挨
拶
と
い
た
し
ま
す
。
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５
－
‐
画
１
’
‐
－
‐
‐
ｌ
‐
‐
１
：
１
，
‐
Ｉ
‐
‐
Ｉ

臓
山
重
剛

一
百
歳
を
こ
虫
の
た
び
へ
し
い
に
し
へ
の

一
線
し
の
は
る
出
花
の
か
け
か
な

ｉ
Ｉ
‐
，
－
’
‐
１
‐
！
１
‐
‐
－
‐
‐
Ｉ
‐
‐
Ｉ
‐
‐
Ｉ

（
１
９
０
７
）

明
治
川
‐
Ｔ
年
四
月
一
一
十
八
日

中
机
在
寅
君
九
百
年
薦
事
報
告
書
よ
り

弧
十
二
首
の
内
の
五
首

従
五
位
子
爵
清
岡
長
言

さ
か
え
行
加
茂
の
や
し
ろ
の
さ
く
ら
花

片
な
か
ら
の
か
に
匂
ふ
ら
な

殿
部
進
藤
為
鍋

咲
匂
ふ
花
に
こ
と
と
ふ
よ
し
も
か
な

千
と
せ
に
遠
き
む
か
し
か
た
り
を

．
｛
、
Ｉ
Ｏ
Ｄ
Ⅲ
卜
Ⅲ

川
判
Ｍ
Ⅱ
山
側

う
る
は
し
き
化
の
笑
ま
ひ
を
附
盤
木
の

松
に
な
ら
ひ
て
み
む
よ
し
も
か
な

江
阪
雄
と
助
鵬
瀧

来
む
糠
は
わ
れ
も
う
ゑ
ん
と
忠

そ
の
心
は
は
な
の
ひ
と
時
に
し
て

対総
花と
言歌
ゴー
J1、八

岡
本
光
子
（
京
都
市
化
厩
上
俊
茂
）

ご■■■■■■■■■￣｢

２
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我
が
家
の
系
図

松
川
｛
雌

平
成
九
年
三
川
川
斑
茂
映
脱
川
族
会
の
評

議
員
を
委
鵬
さ
れ
て
、
同
族
会
の
発
鵬
の
為
に

微
力
で
は
あ
り
ま
す
が
努
〃
し
て
い
ま
す
。
そ

の
後
同
族
会
街
以
塙
輝
作
成
グ
ル
ー
プ
の
一

員
と
な
り
、
最
初
の
嚇
業
と
し
て
「
会
風
の
涜

絡
基
準
」
及
び
「
蛙
準
運
川
に
つ
い
て
」
の
制

定
に
つ
い
て
数
十
Ｍ
に
亙
り
協
議
・
討
議
し
ま

し
た
。
平
成
十
一
年
九
月
に
一
応
の
成
案
を
得

て
、
平
成
十
一
年
度
祖
先
祭
に
於
て
皆
様
方
に

配
布
し
ま
し
た
。

私
は
同
族
会
々
員
で
あ
り
な
が
ら
先
机
の

こ
と
は
断
片
的
な
知
識
し
か
あ
り
ま
せ
ん
で

し
た
。
そ
こ
で
平
成
十
一
年
度
系
図
展
観
終
瓶

後
私
の
先
祖
の
系
図
を
作
る
こ
と
を
思
い
立

ち
ま
し
た
。
先
ず
昭
和
三
十
九
年
ト
ー
川
発
行

同
族
会
の
一
員
と
し
て

座
川
一
雄

養
父
座
田
司
氏
は
昭
和
二
十
四
年
鎌
倉
鶴

岡
八
幡
宮
境
内
に
祖
霊
社
を
創
建
、
今
年
そ
の

合
祀
五
十
周
年
を
迎
え
、
維
持
会
で
は
布
燈
篭

を
ご
献
焔
申
し
上
げ
ま
し
た
。
こ
の
祖
寵
社
々

殿
は
平
成
の
伊
勢
の
式
年
遷
宮
の
際
に
、
当
時

の
白
井
宮
司
様
の
お
〃
添
え
に
よ
り
神
宮
の

神
木
を
頂
戴
し
建
て
旗
し
を
致
し
ま
し
た
の

で
、
代
表
数
名
に
て
神
宮
に
お
礼
ま
い
り
も
致

し
ま
し
た
。

同
族
会
よ
り
Ｌ
俊
焼
を
離
れ
た
行
の
一
人

の
「
披
茂
映
主
同
族
知
新
緑
」
及
び
昭
和
Ⅲ
卜

五
年
秋
川
族
会
嚇
推
と
し
て
発
行
さ
れ
た
「
役

茂
氏
惣
系
例
上
・
下
巻
」
に
よ
り
先
机
を
た
ど

る
こ
と
と
し
、
先
號
の
方
々
か
ら
系
図
の
兄
方

等
に
つ
い
て
御
教
え
を
頃
き
ｔ
巻
最
初
の
在

貸
（
寛
弘
七
年
死
去
。
西
暦
一
○
一
○
年
）
ま

で
辿
る
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。
続
い
て
西
賀
茂

小
谷
墓
地
で
の
墓
石
及
び
父
（
直
彦
）
の
残
し
て

く
れ
た
資
料
、
戸
籍
謄
本
、
履
歴
書
等
を
参
考

と
し
て
、
配
偶
者
（
惣
系
図
に
は
記
載
な
し
）

兄
弟
姉
妹
を
書
き
入
れ
、
そ
れ
ぞ
れ
の
生
年
月

日
、
死
亡
年
月
日
を
調
べ
ま
し
た
。
こ
れ
ら
の

作
業
に
よ
っ
て
在
資
か
ら
孫
ま
で
の
系
図
を

作
成
し
ま
し
た
。
し
か
し
配
偶
者
吊
、
又
墓
石

が
あ
り
な
が
ら
そ
の
続
柄
が
不
明
等
多
々
あ

り
、
今
後
の
調
査
に
よ
っ
て
解
明
し
、
加
筆
訂

と
し
て
思
い
つ
く
こ
と
を
…
と
い
う
ご
依
頼

を
受
け
、
謄
越
な
が
ら
書
か
せ
て
頂
き
ま
す
。

私
は
昭
和
三
十
七
年
ま
で
上
賀
茂
の
宮
司
と

し
て
ご
奉
仕
致
し
ま
し
た
座
凹
司
氏
の
孫
に

あ
た
る
者
で
す
が
、
カ
ソ
リ
ッ
ク
の
上
智
大
学

に
進
み
、
｜
応
宗
教
学
、
芸
術
学
を
学
ん
だ
と

は
巾
せ
レ
コ
ー
ド
会
社
に
就
職
し
た
不
肖
の

子
で
ご
ざ
い
ま
す
。

座
田
司
氏
は
京
大
卒
業
後
上
賀
茂
の
禰
宜

と
し
て
ご
奉
仕
致
し
ま
し
た
後
（
当
時
の
）
内

、

害

縞
￣

ひ
ざ
と
１

－
、
脚
一
流
の
机
は
、
久
時
（
犬
隔
一
．
年
：
一
Ⅱ
勿

小
碁
な
れ

卒
、
西
勝
一
一
一
一
二
Ｗ
年
）
で
、
久
祇
（
久
時
の

五
代
後
）
が
臓
之
一
流
で
あ
る
こ
と
。

ｂ
つ
な
為

一
一
、
幾
茂
敦
直
（
慶
安
一
一
年
卒
、
西
牌
．
六
脚

九
年
）
は
、
賀
茂
大
師
流
の
創
成
者
で
そ
の
子

な
り
鹿
お

一
十
直
（
寂
源
）
孫
生
成
に
伝
え
ら
れ
た
）
」
と
。

な
お
え

一
一
一
、
賀
茂
直
兄
（
嘉
永
七
年
一
一
月
・
卒
、
西
暦
一

す
え
た
か

八
五
四
年
）
は
、
賀
臘
季
鷹
ト
ト
国
竿
を
学
び
、

壽
は
書
博
‐
ト
ー
」
岡
本
保
考
に
大
師
流
賀
茂
流
を

学
ん
だ
。
著
講
と
し
て
伊
勢
物
語
余
一
言
、
伊
勢

ｏ
ど
』
フ
マ
ヱ
．
、

物
語
顕
向
庁
考
が
あ
り
、
藤
園
と
ロ
序
し
た
。

務
省
の
考
證
官
と
し
て
京
都
を
離
れ
、
神
社
に

関
す
る
調
査
を
致
し
ま
し
た
。
昭
和
八
年
に
鎌

倉
宮
々
司
を
仰
付
け
ら
れ
同
十
二
年
に
鶴
岡

八
幡
宮
々
司
に
任
命
さ
れ
る
等
神
職
の
生
活

を
続
け
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
が
、
鎌
倉
に
あ

り
な
が
ら
カ
モ
を
憶
う
心
は
失
わ
ず
、
「
加
茂

杜
祭
神
老
」
を
記
す
な
ど
葵
の
里
に
常
に
心
を

寄
せ
て
お
り
ま
し
た
。
仲
仕
本
庁
教
化
部
長
な

ど
を
経
て
本
人
は
後
日
止
観
茂
に
戻
り
ま
し

た
が
、
私
は
す
で
に
半
肚
紀
以
上
敢
祁
を
離
れ

て
お
り
ま
す
。
だ
が
「
故
郷
喪
失
群
」
に
は
な

り
た
く
な
い
と
い
う
気
持
ち
で
す
。

正
を
行
う
こ
と
を
薄
え
て
い
ま
す
。

以
上
の
洲
謙
に
よ
り
判
川
し
た
先
川
の
柳

に
つ
い
て
僻
く
こ
と
に
し
ま
す
。

今
後
同
族
会
市
業
と
し
て
同
族
知
新
緑
の
最

新
版
の
発
行
を
予
定
し
て
い
ま
す
。
そ
の
節
に

は
皆
様
方
の
ご
協
力
を
お
願
い
致
し
た
く
思

っ
て
お
り
ま
す
。

皆
様
方
に
は
先
机
の
事
績
等
を
知
る
こ
と

に
努
め
先
祖
崇
拝
の
念
を
衞
め
ら
れ
ま
す
よ

う
祈
念
し
て
お
り
ま
す
。

孔
、
御
所
紫
炭
殿
の
額
は
仇
兄
の
師
で
あ
る
岡

本
保
持
の
評
で
あ
る
こ
と
。

が
γ
な
い
砂

躁
ハ
、
松
川
一
価
（
大
進
、
川
粭
Ⅲ
ト
ー
一
年
奴
）

は
、
締
蒐
院
腐
（
皇
女
和
官
）
に
お
仕
え
し
た

こ
と
。

上
賀
茂
は
今
や
京
都
市
民
の
總
氏
神
的
な

神
社
で
す
が
、
氏
神
と
は
も
と
も
と
氏
族
の
祝

先
神
を
さ
し
、
血
縁
的
な
《
門
一
族
の
守
り
神

で
す
。
（
但
し
今
日
で
は
鎮
守
や
産
土
の
社
を

氏
神
と
い
っ
て
お
り
ま
す
が
）
敢
え
て
巾
し
上

げ
れ
ば
、
当
然
神
社
は
神
職
だ
け
に
お
ま
か
せ

し
て
い
る
も
の
で
な
く
、
謙
虚
に
私
共
は
も
っ

と
同
族
の
総
代
の
方
々
と
共
に
神
社
を
お
守

り
す
る
こ
と
を
考
え
ね
ば
な
ら
な
い
と
思
い

ま
す
。
同
族
会
の
ま
す
ま
す
の
発
展
を
遠
隔
の

地
か
ら
祈
る
と
共
に
ご
活
醗
を
期
待
致
し
て

お
り
ま
す
．
。

し
た
こ
と
画

ｔ
と
れ
加

川
、
人
疵
（
肛
比
の
吹
卯
）
は
、
一
一
Ｌ
１
歳
未
満

し
ど
り

で
賀
茂
競
馬
の
『
瀞
（
倭
文
）
に
選
ば
れ
雅
代

３
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賀
茂
社
家
の
け
ま
り

山
木
隆
史

け
ま
り
は
千
四
百
年
程
前
に
、
中
国
よ
り
仏
教

等
と
共
に
日
本
に
伝
え
ら
れ
ま
し
た
。
始
め
は
貴

人
等
が
、
内
裏
や
一
部
の
寺
院
な
ど
で
行
な
っ
て

い
た
様
で
、
日
本
書
紀
に
は
中
大
兄
皇
子
と
藤

原
鎌
足
が
け
ま
り
を
通
じ
て
親
密
と
な
り
、
蘇

我
入
鹿
を
亡
ぼ
し
て
大
化
改
新
を
成
就
し
た
事

が
見
ら
れ
ま
す
。

そ
の
後
平
安
時
代
を
通
じ
て
益
々
盛
ん
と
な

り
、
内
鰹
の
み
な
ら
ず
公
卿
家
庭
や
神
社
、
寺

院
等
で
も
行
な
わ
れ
る
様
に
な
り
、
一
二
○
八

年
に
は
後
鳥
羽
院
の
院
育
に
よ
り
、
難
波
・
飛
鳥

〃
の
両
家
が
家
元
に
定
め
ら
れ
、
制
度
や
儀
式
・

装
束
な
ど
が
確
立
し
ま
す
。

是
れ
よ
り
先
、
賀
茂
で
は
糸
足
（
め
い
そ
く
）
と
し

て
成
平
が
現
れ
ま
す
。
成
平
は
父
成
継
二
○
五

五
’
二
○
九
）
に
幼
い
頃
か
ら
鞠
（
ま
り
）
を
習

い
、
鞠
足
無
墜
（
ま
り
あ
し
な
そ
う
）
と
ま
で
云
わ
れ

る
嫌
に
な
り
ま
す
。
ま
た
、
成
平
の
祉
父
成
助
は

当
時
有
稠
と
な
っ
た
、
鞠
が
枝
に
懸
っ
た
時
不
規

則
に
跳
ね
る
難
し
い
式
木
（
し
き
ぽ
く
・
鞠
庭
の
四

隅
に
樅
え
る
木
）
「
雲
分
の
懸
（
く
ｔ
わ
き
の
か
か
り
）
」

（
洲
崎
の
暴
れ
馬
の
糸
）
を
柿
え
た
人
で
も
あ
り
、

鞠
を
よ
く
し
た
人
で
あ
ろ
う
と
思
わ
れ
ま
す
。
成

平
は
、
後
に
鞠
艇
と
ま
で
云
わ
れ
る
藤
原
成
通

卿
、
ま
た
難
波
・
箙
鳥
井
両
鞠
道
家
元
の
祖
で
あ

る
頼
輔
等
の
師
で
あ
り
、
い
か
に
糸
足
で
あ
っ
た

か
が
窺
わ
れ
ま
す
。
ま
た
師
弟
関
係
だ
け
で
は
な

く
、
成
平
の
妹
は
頼
輔
の
母
で
あ
り
、
成
平
の
男

家
平
と
頼
輔
と
は
従
兄
弟
に
あ
た
り
ま
す
。
家

i9ipI：ｊｉ風E1;宗家:と鎮茂jif12J」匪些との関,[系系図

，卿i遊長，
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率１，ＭM'小い……１１“
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性：この系図に上輸J[Lを主に阻予１Ｗ(iiを記したあ、必寸`し()にﾘ｣でつながってI;こおりま．ufん。

平
の
男
幸
平
は
承
元
時
代
の
鍋
足
で
す
。
先
の

家
元
成
立
か
ら
五
年
後
の
為
家
の
時
、
御
子
左

家
が
家
元
と
し
て
成
立
し
ま
す
が
、
三
代
目
の
為

世
に
氏
久
の
女
が
嫁
い
で
い
ま
す
。
つ
ま
り
、
全
て

の
家
元
と
社
家
と
は
婚
姻
関
係
に
有
る
訳
で
す
。

こ
の
様
に
蹴
鞠
の
技
術
で
は
非
常
に
高
度
な
も
の

を
持
ち
、
多
く
の
弟
子
を
取
り
、
血
縁
的
に
も
有

力
な
位
極
に
あ
り
な
が
ら
家
元
と
は
な
れ
な
か
っ

た
の
は
、
地
下
と
い
う
家
格
が
大
き
な
原
因
で
あ

っ
た
と
思
わ
れ
ま
す
。

賀
茂
社
家
系
図
に
は
鞠
足
無
峻
と
し
て
成
平

が
、
鞠
足
無
双
と
し
て
家
平
が
、
鞠
足
と
し
て
幸

平
及
男
平
が
記
さ
れ
て
い
る
だ
け
で
他
に
は
鞠
に

関
し
て
は
書
か
れ
て
お
り
ま
せ
ん
が
、
古
文
評
に

は
社
家
の
人
々
の
妬
が
見
ら
れ
ま
す
の
で
そ
の
一

部
を
列
記
し
ま
す
。

承
元
御
鞠
記
（
お
ん
ま
り
き
・
一
二
○
八
）
の
大
相

国
大
炊
殿
鞠
に
於
い
て
幸
平
の
名
が
、
上
賀
茂

社
行
幸
蹴
鞠
（
’
二
一
四
）
に
上
祉
一
一
ノ
鳥
居
に

於
け
る
御
参
篭
鞠
（
ご
さ
ん
ろ
う
ま
り
）
で
浩
平
、
光

久
、
春
平
の
名
が
、
貞
冷
二
年
御
鞠
記
（
二
一
六

三
）
「
衣
か
つ
き
の
日
記
」
の
内
裏
御
鞠
会
で
員
平
、

敏
久
、
音
平
、
能
降
へ
脩
久
、
音
久
の
鍋
が
、
室

町
殿
行
幸
御
鞠
記
（
一
四
三
七
）
に
小
御
所
に

於
い
て
夏
久
、
正
藤
、
愈
降
、
瑠
平
、
弥
久
、
勝
》

久
、
俄
久
の
禍
が
そ
れ
ぞ
れ
見
ら
れ
ま
す
。
１
以

上
蹴
鞠
抄
（
し
ゅ
う
き
ぐ
し
よ
う
）
よ
り
ｌ

こ
の
よ
う
に
俊
茂
で
は
松
卜
家
，
烏
隅
大
路
家

を
始
め
と
し
て
紹
足
が
多
数
縦
川
し
、
弟
子
を

と
り
養
成
し
て
い
た
の
で
す
が
、
、
二
○
八
隼
に

家
元
制
が
成
立
し
た
為
に
、
そ
の
年
瀧
下
の
鞠

道
の
弟
孑
取
禁
止
の
御
気
色
謀
が
泊
近
衛
権
中

将
源
朝
隠
有
雅
か
ら
飛
鳥
井
雅
経
に
川
さ
れ
ま

す
。
そ
の
後
も
禁
止
に
つ
い
て
は
お
ふ
れ
が
出
さ

れ
た
と
思
わ
れ
ま
す
が
、
下
っ
て
一
六
○
八
年
八

月
六
日
に
松
下
家
へ
弟
ｒ
取
並
に
曲
足
（
き
よ
く
あ

し
・
ア
ク
ロ
バ
ッ
ト
的
な
蹴
り
方
）
の
禁
止
が
申
し
渡
さ
れ

て
お
り
ま
す
。

さ
て
、
時
れ
の
場
で
の
祉
家
の
鞠
足
の
化
繊
や

役
割
は
ど
う
で
あ
っ
た
か
と
巾
し
ま
す
と
、
時
代

や
鞠
会
の
催
さ
れ
る
場
所
に
よ
っ
て
典
な
り
ま
す

が
、
宝
町
殿
行
堆
御
胸
紀
（
一
山
三
七
）
に
よ
り

ま
す
と
、
１
月
ニ
ト
バ
Ⅱ
の
洲
Ⅱ
に
先
立
っ
て
、

八
月
二
十
八
Ⅱ
に
飛
鳥
非
殿
よ
り
行
索
の
御
鞠

が
あ
る
の
で
用
意
す
る
よ
う
に
と
の
お
触
れ
有
り
。

人
選
、
室
町
殿
と
の
打
介
わ
せ
等
が
あ
り
、
１
月

十
九
日
内
裏
に
て
習
礼
の
御
鞠
、
此
の
時
主
上

（
御
花
園
天
喫
）
は
杯
う
）
、
夏
久
は
八
（
段
下

位
）
の
位
置
な
が
ら
止
鞠
（
杵
通
は
殿
上
位
の

ｒ￣、

現１１１
在本

蕊匿
輔氏
係は

直元

ii愛
と茂
し仲
て社

蒜霧
蹄宜
[|；で
１－ノ

役
）
を
行
な
っ
て
い
ま
す
。
当
日
主
上
、
関
、
、
殿

上
人
五
人
、
公
卿
十
四
人
内
鞠
足
八
人
、
賀
茂

八
人
着
座
。
始
め
に
賀
茂
輩
露
払
い
（
か
も
の
や
か

ら
つ
ゅ
は
ら
じ
の
鞠
を
行
っ
て
退
去
。
初
座
は
主
上
、

殿
上
人
、
公
卿
に
よ
り
行
な
わ
れ
、
二
座
は
殿
上

人
、
公
卿
、
賀
茂
輩
、
三
座
は
主
上
、
殿
し
人
、

公
卿
、
賀
茂
輩
混
ざ
っ
て
蹴
り
終
る
。
右
に
見
ら

れ
る
様
に
賀
茂
人
の
役
割
は
寵
払
い
が
常
と
な
っ

て
い
ま
し
た
。
又
、
天
皇
や
上
皇
の
川
座
の
時
鞠

庭
に
敷
か
れ
る
赫
掻
（
ね
一
」
か
き
ｈ
し
ろ
の
よ
う
な
も

の
）
や
そ
の
他
マ
リ
の
川
州
の
側
用
命
は
、
上
磯
茂

祉
へ
御
下
命
に
な
る
の
が
通
例
ど
な
っ
て
い
た
よ

う
で
す
。
Ｉ
蹴
聴
抄
ｌ

こ
の
様
に
艦
ん
と
な
っ
た
蹴
鞠
も
賀
茂
で
は
、

松
下
述
久
と
飛
鳥
沖
雅
敦
の
論
争
に
家
康
公
の
一

蹴
鞠
一
道
非
分
の
裁
決
が
下
り
（
一
六
一
○
）
、
４

後
衰
退
の
一
途
を
辿
り
消
滅
し
終
る
と
有
り
ま
一

式
ｌ
賀
茂
神
主
補
任
史
Ｉ

上
は
天
皇
よ
り
下
は
一
般
民
衆
に
至
る
ま
で

広
ま
っ
た
蹴
楠
も
江
戸
時
代
の
終
り
と
共
に
幕

を
閉
じ
ま
す
。
そ
の
後
明
治
三
十
六
年
に
蹴
鞠

保
存
会
が
創
立
さ
れ
、
上
磯
茂
神
社
で
は
例
年

二
月
十
一
Ⅲ
午
前
’
一
時
か
ら
、
、
一
ノ
烏
勝
内

に
於
い
て
蹴
絢
会
が
催
さ
れ
て
お
り
ま
す
。

参
考
文
献
（
多
用
順
）

蹴
鞠
抄
Ｉ
内
野
の
雪
の
巻
Ｉ
中
西
貞
二

蹴
鞠
の
研
究
東
大
出
版

蹴
縮
保
存
会
几
十
年
誌
蹴
鞠
保
存
会

神
遊
大
系
ｌ
役
茂
Ｉ
神
道
大
系
編
纂
会

賀
茂
神
主
補
圧
史
伽
貨
茂
映
主
同
族
会

蹴
鞠
東
京
天
理
教
館
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△
両
孜
扮
加
馴
出
口

附
務
理
率
北
大
路
一
兆
顕

◎
第
十
六
回
理
事
会
（
出
席
十
欠
席
三
）

平
成
十
一
年
六
Ｎ
卜
九
月
開
催

Ｈ
平
成
十
年
度
事
業
報
告
及
び
決
算
報
告
の
件

年
間
三
事
業
（
神
事
奉
仕
、
系
図
展
観
、
祖
先
祭
）

の
他
広
報
紙
の
発
行
。
十
年
度
助
成
金
（
寄
付
金
）

の
募
金
結
果
（
③
募
金
報
告
に
つ
い
て
は
別
途
全
会

員
に
報
告
済
）
。
理
解
会
（
四
回
）
評
議
員
会
（
三

回
）
。
そ
の
他
広
報
チ
１
ム
、
競
馬
伝
承
チ
ー
ム
の

活
動
状
況
が
報
告
さ
れ
た
。

口
平
成
十
一
年
度
系
図
展
観
の
件

平
成
十
一
年
七
月
二
十
五
日
佃
国
指
定
重
要
文

化
財
で
あ
る
「
駕
茂
禰
宜
神
主
系
図
十
六
巻
」
の
曝

涼
を
兼
ね
て
一
般
公
開
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。
（
③

当
日
晴
天
の
為
無
事
曝
涼
を
終
了
し
た
。
）

口
広
報
紙
紙
名
及
び
シ
ン
ボ
ル
マ
ー
ク
審
査
の
件

同
族
会
広
報
紙
「
同
族
会
だ
よ
り
」
（
仮
称
）
の

紙
名
募
集
に
つ
き
、
十
一
年
六
月
ト
ル
日
現
在
十
六

点
の
応
募
が
あ
り
「
侭
茂
県
主
だ
よ
り
」
（
藤
木
喪

治
氏
作
砧
）
と
決
定
し
た
。
又
同
族
会
シ
ン
ポ
ル
マ

１
ク
に
つ
い
て
も
七
点
の
応
灘
が
あ
り
、
こ
れ
に
つ

い
て
も
丸
い
縁
の
中
に
ヤ
タ
ガ
ラ
ス
と
葵
の
葉
が

共
存
す
る
図
柄
（
岡
木
精
信
氏
作
品
）
が
選
ば
れ
、

こ
れ
を
基
に
専
門
家
の
意
見
を
徴
し
作
品
化
す
る

事
が
決
ま
っ
た
。

③
中
間
報
告
と
し
て
「
同
族
会
だ
よ
り
」
第
四
号
参

照
し
て
下
さ
い
。

四
そ
の
他
報
告
鯛
項

イ
、
法
人
変
更
雛
記

現
基
木
財
産
三
○
○
万
円
を
一
八
八
三
万
円
端

類
し
合
計
二
一
八
一
一
一
万
円
を
一
円
確
認
（
十
二
回
理
歌

会
で
承
認
済
）
し
管
轄
官
庁
に
報
告
す
る
事
と
し
た
。

、
平
成
十
一
年
六
月
二
十
五
日
管
轄
官
庁
に
届
済

只
前
記
イ
に
関
連
し
京
都
地
方
法
務
局
宛
「
資
産

の
総
額
」
と
し
て
二
六
、
一
一
一
二
○
、
一
○
七
円
と
し

て
届
け
出
る
事
に
な
っ
た
。

、
平
成
十
一
年
六
几
二
十
四
Ⅱ
届
出
済

々
平
成
卜
一
年
腱
京
都
府
伝
統
行
催
砺
功
労
譜
表

形
と
し
て
閲
日
理
小
長
を
推
薦
し
た
。

◎
第
十
四
回
評
議
員
会
（
出
席
二
卜
欠
席
二
）

平
成
十
一
年
六
月
十
九
日
開
催

Ｈ
平
成
十
年
度
事
業
報
告
並
び
に
決
算
報
告
の
件

甑
業
の
実
施
、
会
議
の
開
催
、
各
チ
ー
ム
の
会
議

開
催
の
夫
々
に
つ
い
て
説
明
又
平
成
卜
年
度
一
般

会
計
、
特
別
会
計
の
説
明
が
あ
り
全
瓜
異
議
な
く
承

認
さ
れ
た
。

◎
第
十
七
回
理
事
会
（
出
席
十
二
欠
席
二

平
成
十
一
年
十
月
三
、
開
催

Ｈ
同
族
会
資
格
基
準
運
用
規
程
の
件

平
成
十
年
十
二
月
二
十
日
付
で
議
決
さ
れ
た
「
震

茂
県
主
同
族
会
会
員
資
格
基
準
」
の
実
際
に
運
用
す

る
場
合
の
取
り
決
め
と
し
て
「
資
格
基
準
運
用
規

程
」
に
つ
い
て
審
議
さ
れ
、
同
日
午
前
中
に
開
催
さ

れ
た
第
十
五
回
評
議
員
会
の
議
決
の
通
り
、
｜
部
修

正
、
加
繁
部
分
を
含
め
全
員
の
賛
成
を
得
た
。

①
一
部
修
正
部
分
・
見
川
し
の
「
運
用
規
定
」
を
「
運

用
に
つ
い
て
」
に
修
正
す
る
。

、
加
蛎
部
分
・
「
運
用
に
つ
い
て
」
の
十
項
に
一
項

を
追
加
し
十
一
項
と
す
る
。

（
十
一
項
）
上
記
項
月
に
疑
義
が
生
じ
た
と
き
は
理

事
会
並
び
に
評
議
員
に
お
い
て
検
討
を
行
う
も
の

と
す
る
。

な
お
、
未
亡
人
（
子
供
な
し
を
含
む
）
の
取
扱
い
に

つ
い
て
も
検
討
す
べ
き
で
あ
る
旨
の
発
言
が
あ
り

別
途
審
議
す
る
甑
と
し
た
。

口
祖
先
祭
準
備
の
件

祖
先
祭
斎
行
に
伴
う
予
節
、
役
削
分
扣
鰊
の
説
明

が
あ
り
、
全
員
が
賛
成
し
た
。

ロ
関
東
グ
ル
ー
プ
の
立
ち
し
げ
の
件

関
東
四
県
（
東
京
、
神
奈
川
、
千
葉
、
埼
玉
）
及

そ
の
周
辺
地
区
を
包
含
し
た
関
東
グ
ル
ー
プ
の
立

ち
上
げ
経
過
及
同
族
会
内
に
お
け
る
位
置
付
け
に

つ
い
て
説
明
が
あ
り
、
経
費
支
援
等
に
つ
い
て
は
今

後
の
活
動
状
況
に
よ
り
順
次
決
め
て
行
く
事
に
な

っ
た
。
尚
端
称
に
つ
い
て
は
「
関
東
グ
ル
ー
プ
」
と

し
、
位
憧
付
け
に
つ
い
て
は
当
分
の
間
系
図
妬
簿
チ

１
ム
、
広
報
チ
ー
ム
等
と
同
様
と
し
た
い
旨
の
説
明

が
あ
り
全
員
が
賛
成
し
た
。

◎
第
十
六
回
評
議
員
会
（
出
席
十
几
欠
席
三
）

平
成
十
一
年
十
一
月
十
四
、
開
催

Ｈ
役
員
改
選
に
つ
い
て
の
考
え
方
の
件

同
族
会
役
員
の
榊
成
と
、
チ
ー
ム
活
動
状
況
及
今

後
設
け
る
べ
き
チ
ー
ム
に
つ
い
て
説
明
が
あ
っ
た
。

そ
の
後
来
乍
一
『
一
月
の
役
員
改
選
に
珊
た
り
人
選
終

準
と
し
て
、
会
務
推
進
の
笈
行
〃
、
刊
断
〃
、
人
柄
、

熱
意
、
会
議
川
席
状
況
及
チ
ー
ム
活
動
状
況
を
勘
案

◎
第
十
五
回
評
議
員
会
（
出
席
一
一
Ｉ
｜
欠
席
二

平
成
十
一
年
十
月
三
日
開
催

Ｈ
祖
先
祭
準
備
の
件

第
卜
七
Ｍ
理
堺
会
議
聯
録
参
照

ロ
関
東
グ
ル
ー
プ
の
立
ち
と
げ
に
閲
す
る
件

第
十
七
阿
理
聯
会
議
事
録
参
照

口
同
族
会
資
格
雄
瀧
運
用
規
程
の
件

資
格
基
準
運
用
規
定
に
つ
い
て
、
系
図
狛
純
グ
ル

ー
プ
か
ら
の
平
成
Ｉ
一
年
七
月
五
日
付
の
答
申
に

も
と
づ
き
、
瀬
務
局
よ
り
提
案
さ
れ
た
案
（
卜
項
目

案
）
に
つ
い
て
瀞
議
の
結
果
、
一
部
修
正
、
加
飛
の

上
出
席
者
全
貝
の
儲
成
で
可
決
さ
れ
た
。
一
部
修
雌
、

加
繁
部
分
に
つ
い
て
は
節
卜
し
何
理
獅
会
離
獅
録

参
照

口
平
成
十
一
年
度
系
図
展
観
の
件

昨
年
度
決
算
額
及
本
年
度
予
算
に
つ
い
て
説
明

が
あ
り
、
全
貝
異
識
な
く
承
認
さ
れ
た
。

口
広
報
紙
紙
名
及
シ
ン
ボ
ル
マ
ー
ク
群
議
の
件

西
池
副
理
輌
長
か
ら
・
紙
名
、
マ
ー
ク
の
応
募
作

品
の
説
明
が
あ
り
、
出
席
者
全
員
が
投
票
し
た
。

四
そ
の
他
報
告
事
項

イ
、
法
人
変
更
笠
記

同
族
会
「
鍵
本
財
産
」
を
二
一
八
一
一
万
川
（
管
轄

官
庁
宛
届
出
額
）
及
び
「
資
産
の
総
額
」
を
二
六
、

三
二
○
、
一
○
七
円
と
し
、
京
都
地
方
法
務
局
に
脳

け
る
瓶
に
な
っ
た
。

（
関
連
事
項
雛
十
上
側
理
事
会
の
内
群
参
照
）

ロ
、
平
成
十
一
年
度
京
都
府
伝
統
行
催
蒋
功
労
瀞
表

彰
と
し
て
關
同
理
事
長
を
推
薦
し
た
。

し
て
選
考
に
入
り
た
い
胃
の
提
案
が
あ
り
、
討
議
の

結
果
次
の
四
点
に
つ
い
て
余
風
の
承
認
を
得
た
。

①
会
の
開
催
日
に
は
Ⅲ
来
る
限
り
出
席
で
き
る
力

②
チ
ー
ム
活
動
に
協
力
し
て
跣
え
る
力

③
役
員
数
は
定
員
下
限
で
も
良
い

④
人
選
に
つ
い
て
は
、
合
同
事
務
局
会
議
に
委
託
す

る、
寄
付
行
為
に
、
理
事
ト
ー
十
三
名
、
監
事
二
～
一
一
一

名
、
評
議
員
一
一
ｌ
～
二
十
派
粕
と
決
め
ら
れ
て
い
る
。

口
同
族
会
会
員
承
認
叩
耐
の
件

承
認
申
諮
は
ト
ー
件
の
巾
川
が
あ
っ
た
（
十
一
月

Ｉ
三
日
現
在
）
が
新
た
に
入
会
を
希
望
す
る
方
だ
け

で
あ
る
こ
と
が
徹
底
し
て
い
な
い
、
至
急
に
徹
底
を

図
る
べ
き
で
あ
る
と
の
発
言
が
あ
り
、
討
議
の
結
果

新
規
会
員
の
み
で
あ
る
事
を
通
知
文
に
し
て
葉
書

で
知
ら
せ
る
事
と
し
た
。

④
十
二
月
初
旬
全
会
員
に
葉
灘
に
て
通
知
し
た
。

口チーム活動に閲するアンケートやお願一
い
の
件

５

チ
ー
ム
活
動
に
つ
い
て
の
ア
ン
ケ
ー
ト
（
参
加
希
一

望
、
新
規
開
設
希
望
）
を
令
会
員
に
対
し
行
う
べ
く

討
議
し
、
既
存
チ
ー
ム
の
う
ち
競
馬
会
神
事
伝
承
チ

ー
ム
、
系
図
・
名
簿
チ
ー
ム
に
つ
い
て
は
ア
ン
ケ
ー

ト
か
ら
除
外
し
、
広
報
チ
ー
ム
及
開
設
が
要
望
さ
れ

て
い
る
「
歴
史
勉
強
会
」
「
惰
報
化
シ
ス
テ
ム
」
等

に
つ
い
て
実
施
す
る
事
に
な
っ
た
。

前
記
二
チ
ー
ム
除
外
理
川
と
し
て
は
、
ア
ン
ケ
ー

ト
に
よ
る
場
合
は
公
募
的
参
加
と
な
り
既
存
チ
ー

ム
の
活
動
の
円
滑
を
欠
く
お
そ
れ
が
あ
る
た
め
と

の
こ
と
。
従
っ
て
両
チ
ー
ム
の
要
員
補
充
や
活
動
内

容
の
レ
ベ
ル
ア
ッ
プ
は
チ
１
ム
内
努
力
で
進
め
て

ゆ
く
事
に
な
っ
た
。

四
在
宅
編
集
協
力
者
委
嘱
の
件

同
族
会
だ
よ
り
（
仮
称
）
の
一
層
の
充
実
を
同
る

為
、
役
員
各
位
に
「
在
宅
編
集
協
力
者
」
に
な
っ
て

頂
き
た
い
と
の
委
蛎
案
内
沖
の
配
布
と
そ
の
主
胃

説
明
が
あ
り
、
反
対
恵
児
な
く
全
日
了
解
し
た
。
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「
賀
茂
の
馬
ま
つ
り
」

今
年
の
節
三
十
四
回
「
演
茂
の
馬
ま
つ
り
」
は
九

月
二
Ⅱ
派
午
よ
り
上
賀
茂
神
社
に
お
い
て
馬
事
関

係
者
が
多
数
参
列
し
て
厳
か
に
斎
行
さ
れ
ま
し
た
。

元
来
賀
茂
社
で
は
賀
茂
大
神
の
御
神
託
に
由
来
す

る
走
馬
や
競
馬
会
な
ど
の
伝
統
神
泰
が
行
な
わ
れ

て
お
り
、
競
馬
発
祥
の
地
と
さ
れ
て
い
る
上
賀
茂
神

社
は
馬
車
関
係
者
か
ら
厚
い
信
仰
を
受
け
て
い
ま

す
。
「
賀
茂
の
馬
ま
つ
り
」
は
午
年
の
昭
和
四
十
一
年

に
始
ま
り
、
毎
年
馬
事
の
安
全
を
祈
る
祈
願
祭
と
物

故
し
た
馬
の
慰
霊
祭
と
を
上
賀
茂
神
社
と
下
鴨
神

社
で
交
互
に
斎
行
さ
れ
て
い
ま
す
。

こ
の
日
は
土
の
舎
に
祭
場
を
設
け
、
下
鴨
神
社
、

京
都
競
馬
場
、
栗
東
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
セ
ン
タ
ー
、
西

日
本
馬
主
協
議
会
、
馬
主
代
表
、
上
賀
茂
神
社
の
関

係
者
各
位
が
参
列
し
ま
し
た
。
祝
詞
秦
と
、
玉
串
奉

興
に
続
い
て
神
馬
奏
覧
神
馬
神
山
号
が
橘
殿
を
三

間
し
本
殿
を
拝
礼
し
て
祭
典
を
終
了
し
ま
し
た
。

祭
典
の
あ
と
、
楼
門
内
の
幣
殿
で
馬
ま
つ
り
行
事

に
合
わ
せ
て
開
催
さ
れ
て
い
る
、
上
賀
茂
小
学
校
、

柊
野
小
学
校
の
児
童
が
夏
休
み
の
一
日
京
都
競
馬

場
乗
馬
セ
ン
タ
ー
で
描
い
た
馬
の
写
生
展
を
観
賞

し
ま
し
た
こ

◎理事会,評議員会等の開催予定。

〔iiW鰹鰯驚鰯誌〕
(1)理事会

第１９回平成１２年２月２０日（日）１３:３０

第２０回平成１２年６月１８日(日)１３:３０

第２１回平成１２年１０月８日（日）１３:３０

第２２回平成１２年１２月１０日(日)１３:３０

(2)評議員会

第１７回平成１２年２月２０日（日）１０:００

第１８回平成１２年６月１１日（日）１３:３０

第１９回平成１２年１０月８日（日）１０:００

第２０回平成１２年１２月３日（日）１３:３０

(3)系図展観公開平成１２年７月３０日（日）

(4)祖先祭平成１２年１０月２９日（日）

(5)合同事務局会議

第８回１月３０日(日)’第９回２月２７日（日）

第１０回３月２６日(日)，第１１回４月２３日（日）

第１２回５月２８日(日)’第１３回６月２５日（日）

第１４回７月１６日(日)，第１５回８月２０日（日）

第１６回９月１７日(日)，第１７回１０月２２日（日）

第１８回１１月１９日(日)，第１９回１２月１７日(日）

競
馬
会
神
事
の
奉
仕
者

乗
尻
、
扶
持
を
募
集
し
て
い
ま
す

糾
胴
岬
歸
判
州
旬
仏
リ
Ⅲ
将
僅

第
六
回
葛
城
山
麓
巡
り
有
志
の
会
日
帰
り
ツ
ア
ー

八
月
十
一
一
一
日
㈲
・
寵
（
一
一
の
）
神
社
に
決
定
！

今
年
は
宮
津
市
の
龍
（
こ
の
）
神
社
へ
お
参
り
し
、
古

代
の
宮
津
の
状
況
や
賀
茂
社
と
の
関
係
も
海
部

（
あ
ま
く
）
宮
司
（
海
部
氏
系
図
は
国
宝
に
指
定
さ

れ
て
い
る
）
に
ご
教
授
を
頂
く
計
画
を
し
て
い
ま

す
。
ふ
る
っ
て
ご
参
加
下
さ
い
。

駕
茂
別
雷
神
社
の
競
馬
会
神
率
に
は
、
古
く
か
ら

賀
瀧
仕
家
が
所
役
、
乗
尻
を
奉
仕
し
て
斎
行
し
て
ま

い
り
ま
し
た
。
昨
年
平
成
十
一
年
の
競
馬
会
神
事
は
、

乗
尻
奉
仕
者
が
就
臓
や
学
業
の
関
係
で
十
人
と
な

り
肛
瀞
立
て
で
の
奉
仕
と
な
り
ま
し
た
。
伝
統
あ
る

賀
茂
競
馬
会
神
事
の
奉
仕
を
擬
茂
旧
社
家
が
末
永

く
絶
や
す
こ
と
な
く
続
け
て
行
く
た
め
に
新
人
乗

尻
奉
仕
者
を
育
成
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
こ
の

平成１２年は上記のように計画致しました。｜

各役員は会員のご希望,ご意見を常に把握し

議事に反映させていただきたくお願いします。

また委任状によるみなし出席は避けていただ

|きたくよろしくお願いします。 一
賀
茂
曲
水
の
宴
、
童
子
の
奉
仕
者
を
募
集

た
め
同
族
の
子
弟
で
乗
尻
、
扶
持
を
奉
仕
し
て
い
た

だ
け
る
方
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

神
覗
は
兀
月
一
日
に
足
汰
式
、
菰
月
丘
Ⅱ
に
競
馬

会
神
蛎
が
斎
行
さ
れ
ま
す
。
乘
尻
の
乗
馬
練
習
と
祭

儀
の
習
礼
は
三
月
中
旬
か
ら
四
月
末
ま
で
の
土
暇
、

日
曜
、
祝
日
に
神
社
境
内
の
馬
場
で
行
い
ま
す
。
練

習
は
木
馬
に
よ
る
乗
馬
の
基
礎
か
ら
実
馬
練
習
へ

と
順
次
技
術
が
習
得
で
き
る
よ
う
行
い
ま
す
。
神
事

で
は
勿
論
の
こ
と
、
練
習
で
も
事
故
は
絶
対
に
起
こ

し
て
は
な
り
ま
せ
ん
の
で
安
全
第
一
を
心
が
け
て

お
り
ま
す
。
神
蛎
本
番
の
馳
馬
は
、
乗
尻
が
末
熟
考

の
場
合
は
熟
練
者
が
代
乗
り
を
す
る
な
ど
訴
故
防

止
に
は
十
分
に
配
慮
を
い
た
し
ま
す
。

扶
持
、
乗
尻
を
奉
仕
し
て
い
た
だ
け
る
方
は
次
の

と
お
り
で
す
。

扶
持
叩
会
員
の
子
弟
で
小
学
校
中
衛
学
年
の
男
子

乗
尻
、
会
員
の
子
弟
で
小
学
校
間
学
年
以
上
の
学
生

及
び
社
会
人
男
子

ご
奉
仕
い
た
だ
け
る
方
は
左
記
ま
で
ご
連
絡
く

だ
さ
い
ｃ

連
絡
先
伝
承
チ
ー
ム
リ
ー
ダ
ー
岡
本
正
和

賀
茂
曲
水
の
宴
は
、
皇
太
子
徳
化
親
玉
殿
下
の
御

成
婚
、
平
安
建
都
千
二
百
年
、
賀
茂
別
雷
神
社
第
四

十
一
回
式
年
遷
宮
を
奉
祝
し
て
平
成
六
年
に
三
十

三
年
ぶ
り
に
復
活
さ
れ
、
境
内
渉
渓
風
で
毎
年
四
月

に
廠
大
に
開
催
さ
れ
ま
す
。

曲
水
の
園
の
童
子
役
は
、
復
活
第
一
Ｍ
以
来
賀
茂

県
主
同
族
会
会
員
の
子
息
が
奉
仕
し
て
ま
い
り
ま

し
た
。
巌
子
の
役
は
、
曲
水
の
流
れ
に
羽
鵬
を
浮
か

べ
曲
水
の
流
れ
に
沿
っ
て
侍
る
歌
人
に
羽
鵤
を
流

し
届
け
る
役
で
す
。

竜
子
は
小
学
校
中
高
学
年
の
男
子
川
人
で
奉
仕

し
て
い
ま
す
が
、
年
々
歳
子
も
新
人
に
バ
ト
ン
タ
ッ

電
話
○
七
五
‐
五
ヒ
ー
‐
九
一
三
一
一

ま
た
は
お
知
り
合
い
の
役
員
ま
で

■
■
■
の
■
●
●
●
□
ｃ
ｃ
●
●
◆
■
■
■
■
●
●
ｏ
●
●
①
。
●
●
●
●
■
■
■
●
●
●
●
●
●
●
■
●
●
●
●
●
■
■
■
■
■
■
●
■
●
●
●
●
●
●
●
●
◆
■
●
■
の
●
■
■
●
●
●
■
■
■
■
●
●
の
■
。
。
■
●
ｑ
●
●
●
■
■
●
■
■
の
■
■
■
■
●
●
■
■
■
■
■
■
■
■
。
■
ｄ
ｄ
ｑ
ｑ
ｑ
ｑ

一
前
号
（
第
四
号
）
５
頁
［
参
考
①
］
の
記
酬
に
お
い
て
、
》

》
○
賀
茂
県
主
同
族
会
会
員
資
格
雑
準
遮
川
規
定
（
糸
一

》
議
決
）
の
カ
ッ
コ
内
文
言
（
傍
線
部
分
）
を
削
除
し
、
新
一

》
た
に
謝
謝
縄
週
（
傍
線
部
分
）
の
文
言
に
差
し
替
え
て
一

》
い
た
だ
く
よ
う
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。
）
二

螢
」
に
訂
正
し
お
詫
び
し
ま
す
。

》
簿
・
系
図
チ
ー
ム

［
編
集
後
記
］

第
５
号
が
で
き
あ
が
り
ま
し
た
。
お
届
け
し
ま
す
。

編
集
後
記
を
書
き
な
が
ら
、
今
年
は
西
暦
二
○
○

○
年
で
あ
る
こ
と
や
当
同
族
会
も
中
興
の
祖
在
実

か
ら
一
○
○
○
年
に
達
し
よ
う
と
し
て
い
る
こ
と

な
ど
が
頭
を
よ
ぎ
り
ま
す
。

今
後
の
一
○
○
○
年
を
想
う
と
き
、
科
学
・
技
術

群緬窪ⅧⅧ川訓轆峠諺榊詐粋煉詐峰纒川燕稗踞岸
会
員
の
共
通
認
識
（
情
報
）
に
よ
る
強
い
結
束
と
積
一

極
的
な
活
動
以
外
に
は
な
い
よ
う
に
思
え
て
な
り

ま
せ
ん
。
会
員
の
力
で
広
報
紙
の
一
鰯
の
充
実
を
図

っ
て
ゆ
き
た
い
も
の
で
す
。
（
神
帆
子
）

チ
を
し
て
行
か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
こ
の
た
め

平
成
十
二
年
四
月
に
開
催
さ
れ
ま
す
曲
水
の
宴
で

童
子
を
奉
仕
し
て
い
た
だ
け
る
方
を
募
集
し
て
お

り
ま
す
。

童
子
と
し
て
奉
仕
し
て
い
た
だ
け
る
方
は
次
の

と
お
り
で
す
。

童
子
》
賀
茂
県
主
同
族
会
会
員
の
子
鉱
で

小
学
生
の
男
子

ご
奉
仕
い
た
だ
け
る
方
は
左
記
ま
で
ご
連
絡
く

だ
さ
い
。

連
絡
先
常
務
理
事
北
大
路
元
顕

電
話
○
七
五
‐
七
九
一
「
六
六
七
九

ま
た
は
お
知
り
合
い
の
役
輿
ま
で

訂
正
と
臘
謝
１

磐
巾
Ｉ
評
議
員
会
、
理
轆
会
で
は
未
一


